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3,458 3,720

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

参加者数

指標の名称

1,666

0

5,183

　決算額　　(単位：千円) 3,833

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

1,800

3,383

0

0

0

多くの区民が気軽に参加できる機会を増やすため、広報たいとうやホームページ、区内の学校への周知を行なった。
また、小中学生が参加できる種目は、各競技団体に多くの参加者を促した。

目的達成度 3

必要性

1,704

3,459 3,721

0

5,125 5,425

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

0

0 0

0

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

区民体育祭の運営委託等について、体育協会の各競技団体と協議し、大会運営における適切なコストと効
率性を維持している。効率性

3

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 5,183 5,125 5,425

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

区民が気軽に参加できるスポーツ大会として区民体育祭は、区民の健康増進と体力の向上を図るとともに、
日頃のスポーツ活動の成果を発揮し、区民相互の交流を深める機会を提供するため実施は必要である。

維持

評
価
結
果

参加者数は減少傾向にあるものの、依然として多くの区民が参加しているので、各競技内容等に応じた年齢
区分や種別の見直しを検討し、参加者増加を図りスポーツ振興に寄与していく。

3
スポーツに関する専門的知識を有し、区内体育団体を取りまとめている台東区体育協会に大会の運営を委
託することは、手段として適切である。但し、協会が独自の事務局を持つようになれば、事務事業コストは一
定程度改善されると考えられる。

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

スポーツを行う区民の目標として、また、スポーツの競技力向上のため、事業を毎年開催して
いくことはスポーツ振興を図るうえで重要であり、引き続き経費の節減に取り組みながら事業を
実施していく。

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

１期（水泳・サッカー）
２期（バスケットボール他２０種目）
３期（スキー他９種目）

（人）

 [施　　策]

一般区民

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

33

9,000

33

8,271

33

なし

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

台東区教育委員会及び台東区体育協会が定めた、各競技大会の実施要項

大会の実施運営　
一部委託

8,488

２５年度

　

区民が自主的かつ気軽に参加できる身近な区民体育祭を実施し、日常生活の中で積極的にスポーツを行う機会を設ける。

(種目）種目数

8,677

33

[終了予定]
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事務事業名 区民体育祭 所
管

教育委員会

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

昭和

青少年・スポーツ課

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

その他

なし


